
お薬情報共有システム

お薬情報共有システムとは、医療機関からの処方箋に基づき地域の保険薬局で調剤し
た情報を、安全に管理されたクラウドサービスに外部保存し、同意を得た患者さんの情報
についてのみ地域の保険薬局間で共有するものです。
このシステムにより、お薬の飲みあわせによる予期せぬ副作用を未然に防ぎ、患者さん
に適した形でより安全にお薬をお渡しできます。
また、お薬情報が外部保存されますので、災害時や緊急入院時にも服用薬を確認する
ことができ、安全な医療の提供を継続的に実施することが可能となります。

日本海ヘルスケアネットでは、匿名化したお薬情報を分析すること
で、この地域においてよく使われているお薬などの調査・統計情報
としても利用し、より安心安全な医療の提供につなげております。

データ通信は高度な暗号化処理により万全なセキュリティで
保護されており、個人情報が外部に漏れることはありません。
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調剤薬局の患者数

患者数 65歳以上

2019年1〜12月
延患者数
65歳以上

544,408人
291,097人
（53.5％）



0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

調剤薬局の処方箋枚数／薬剤数

処方箋枚数 薬剤数

2019年1〜12月
処方箋枚数
薬剤数

681,274枚
2,459,834剤
（3.61剤／１枚）
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2019年1〜12月
薬剤数 X 日数 157,403,153
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2019年1〜12月
薬価合計 5,129,953,350円



お薬情報共有システム構成

（IPsec-VPN）

調剤薬局内のレセコンから調剤情報をデータセンターにアップロードします。
データセンターに送られたデータをチェックし、結果は薬局の端末に表示します。
必要な機器や役割は以下のとおりです。

● インターネット接続PC ： ｢ちょうかいネット（ID-Link）｣｢お薬情報共有システム｣に接続
● レセコンPC ： 調剤データを共有フォルダに出力
● 調剤情報送信端末 ： レセコンPCから出力された調剤データを調剤情報クラウドに送信

ちょうかいネットへ

お薬情報共有
システムサーバ

個別同意

2019年3月〜

調剤薬局

（IPsec-VPN）

（TLS）

【参考】



当日受付を行った患者のリスト 患者リストに対するアラートリスト

同意済みの患者については、自動的に他薬局の調剤情報とのチェックを行う

1. 重複・禁忌・相互作用薬剤のリアルタイム検知

2. 薬剤師による服薬指導強化

3. ポリファーマシーの解消

4. 救急時の情報参照にも

5. 災害時の利用

【参考】



薬局間連携 〜地域内の調剤情報を基にチェック〜

当日に調剤情報が
アップロードされた

同意済み患者の一覧

自局からアップロードされた調剤情報は
すぐにチェックし結果を通知

（赤色文字は重複・相互作用の注意※）
※同意取得患者のみ

同意取得患者については、
当日アップロード分以外の
過去情報も一覧から
検索・閲覧が可能

地域で調剤された
薬剤を一括閲覧

✓ 重複・禁忌・相互作用
薬剤のリアルタイム検知

✓ 服薬指導強化
✓ ポリファーマシーの解消

【参考】



過去の情報確認画面のバリエーション
基本画面の他に、前回分の比較画面や薬効成分毎に表形式にまとめた画面も用意

前回分との比較画面

薬効成分ごとの
表形式表示画面

【参考】



マイナンバーカードの活用により、事務局の同意情報登録・名寄せ
業務工数が削減され、また手作業による間違いもなくなる。

手作業 マイナンバーカード利用

同意情報の登録

名寄せ

• 同意書（紙）を取得
• 患者のキー情報と参照情
報をすべて事務局で手入力

• 同意情報、未名寄せ情報を
元に提示された候補を確認
の上で、事務局が手入力

• システムから未名寄せ候補を提示
された段階で、患者にマイナンバー
カードをかざして暗証番号を入力す
るよう依頼

• 同意済みであれば、自動名寄せ
• 未同意であれば、同意取得画面へ

• 患者にマイナンバーカード
をかざして暗証番号を入
力するよう依頼

マイナンバーカードを活用した名寄せ・同意管理

【参考】



* JPKIを利用した紐付・同意イメージ

JPKI認証に
よる紐付

保険薬局A

調剤情報-A
患者ID-A

JPKI認証に
よる紐付

保険薬局B

調剤情報-B
患者ID-B

シリアルハッシュ 連携ID

署名検証

患者共通ID

患者ID-A

調剤情報共有

調剤情報-A

患者ID-B 調剤情報-B

連携ID

JPKIを利用した紐付・同意JPKIを利用した情報紐付

JPKI
署名検証

*JPKI(Japanese Public Key Infrastructure)：公的個人認証サービス

【参考】

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwj40qqVpMPaAhUGHpQKHYTaADIQjRx6BAgAEAU&url=https://illust-imt.jp/archives/008157/&psig=AOvVaw3E4KJP_9VDn3jydcufEZu8&ust=1524122291875078
https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&ved=2ahUKEwj40qqVpMPaAhUGHpQKHYTaADIQjRx6BAgAEAU&url=https://illust-imt.jp/archives/008157/&psig=AOvVaw3E4KJP_9VDn3jydcufEZu8&ust=1524122291875078


お薬情報
共有システム
サーバチェック結果

処方箋受付

調剤データアップロード

同意有
名寄済

同意無
未名寄

重複/相互作用

✓ 患者情報を名寄せするには、当該薬局の調剤データがサーバ（クラウ
ド）にアップロードされている必要がある。

✓ マイナンバーカードを利用することで患者登録・紐付けが自動
的に行われる。自動名寄せ機能。

マイナンバーカード

登録

（数秒）

【参考】



JPKI署名検証サービス

JPKIセンター
（J-LIS）

①患者調剤情報を自動アップロード

③JPKI署名検証サービスにて認証

(紐付・同意)処理

⑤失効確認結果を送信

⑥認証結果をもとに一意の連携IDを発行

（1患者 1ID）

JPKIによる患者IDの紐付・同意

④利用者証明用電子証明書の失効確認

⑦連携IDが同じ場合、同一

患者情報として紐付・管理
②JPKIを用いた紐付・同意処理

(紐付・同意確認画面にて患者が実施)

すぐ活用できる
調剤情報

データセンター

【参考】

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiWq4zb9u7dAhUCPrwKHaIrCYAQjRx6BAgBEAU&url=https://www.irasutoya.com/2015/03/blog-post_909.html&psig=AOvVaw1lhwkSPWuk64qPnja3cqnL&ust=1538816055146367

